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Plasauto　loooの 操作法

星 野 武 俊   芝 本 隆
＊ ＊

＊

明理会大和病院，
＊ ＊

東京医科歯科大学附属病院

流量不足 ， 加温器の 温度異常が警報表示 され る．
1， は じ め に

　血漿中 に 病因物質 が 存在 す る疾患 で は ， plasma 　 ex −

change （PE ）を は じ め とす る血 漿浄化療 法 が 行 わ れ る．

血 漿浄化療法 を行うた め に ，
い くつ か の装置が市販 さ

れ て い る．本稿で は ， 旭 メ デ カ ル 社 製 プ ラ ソート 1000

の 操作に つ い て 述 べ る．

2． プ ラ ソ
ー

ト 1000 の 特長

D　本装 置 は 単純 血 漿 交 換 法 ，
Jl 重膜 濾過法 ， 血 漿

　　吸 着法，直接 「航液吸着法な ど多 日的な血液浄化

　　法 に 使川可能で あ る．

2）　 こ れ ら の 治療法 に 必要 な機構 と警報装置 が 装備

　　 さ れ て お り安全 に 治療 で き る．

3） 熟練者 に は，さ ま ざ ま な応用 が 可能で あ り ， 初

　　心 者 に は 基本的 な 機構 ， 操作 を学びや す い 装置

　　 で あ る．

3． プ ラ ソー ト1000 の 仕様 （図 1，2）

　3．1 ポ ン プ 部

　血液 ポ ン プ，thl漿 ポ ン プ，循環 ポ ン プで 構成さ れ て

い る．

　3．2 モ ニ タ ー

　動脈圧 ， 静脈圧 ， 血漿分離器濾過圧，血漿成分分画

器 濾過圧，各 ポ ン プ の 流量 をモ ニ タ ー
で き る．

　3．3 警 報 表 示

　動脈圧，静脈圧，血漿分離器濾過圧 ， 血漿成分分画

器濾過 圧 に お け る 圧異常 ，
ヘ パ リ ン ポ ン プ の 作動停止，

Ml液回 路内の 気泡感知 ， 血液 ポ ン プ 及 び血漿 ポ ン プ の

　キー
ワ
ード ：プ ラ ソ ート ］〔｝〔｝｛｝（Plasauto　lOOO），単純血 漿交

換 法 　〔P］uslna 　exchange ；PE ），二 電膜濾 過 S去　（duuble　filtra・

tioll　plasmupheresig ．；DFPP ）， 血 漿吸 着法　（plasma 　adsorp ．

tio 冂），　1白：V／血 液 「吸着 i去　（direct　he冂ユOperfusion ； D正IP）．

4． 各種血 漿浄化法 の 操作法

　4．1 単純血漿交換法 ：plasma 　exchange （PE ）の

　　　 操作法

　4，L1 概　　　要

　血液ポ ン プ に て体外へ 導か れ た 血液は ， 血漿分離器

へ 送 ら れ る．血漿分離器 に よ り血球成分 と 血漿成分 に

分離 さ れ ， 分離 され た病囚物質 を含 む 血漿 は廃棄され ，

図 1　Plasauto 　 IOOO の 全体 写真
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図 3　単純血 漿交換法 ：回路構成

廃棄さ れ た 血 漿 と等量 の 病囚物質 を含 まな い 置換 液

（新鮮凍結血漿 （FFP ）も し くは ア ル ブ ミ ン 溶液）を補

充 す る 方法 で あ る．

　 4．1．2 必 要 物 品

　  血液回路 （回路番号 PT −5DO）

　  血漿分離器

　  生 理 食塩 液 3，〔）OO　ml

　  ヘ パ リ ン 添加 生理食塩液 ll （ヘ パ リン 3〜5mD

　  抗凝 固薬

　  置換 液 ：FFP また はア ル ブ ミ ン 溶液 （25％ア ル ブ

　　　　　　ミ ン と 乳酸 リ ン ゲ ル 液 を 混 合 し 4〜7％

　　　 　　　に す る ）

　4．L3 組 　 立 （図 3）

　  「虹漿分離器 を セ ッ トす る．

　  動脈チ ャ ン バ ー
， 回路 をセ ッ トす る ．血 漿分離器

　　に マ
ー

ク して あ る 赤側 と回路 先端 の 赤側 を接続す

　 　 る．

　  静脈 チ ャ ン バ ー，回路を セ ッ トす る．血漿分離器

　　 に マ ーク し て あ る 青側 と回路先端 の 青側 を接続す

　　る （血液側回 路 σ）装着終 r）．

　  水色 と茶の 血漿採取 ラ イ ン をlilL漿分離器 の 水色 と

　　茶色 の マ
ー

ク して ある部位 に 接続す る （血漿側回

　　路 の 装着終了）．

日本ア フ ェ レ シ ス 学会雑 誌

  加温 バ ッ ク を装着 ：加温器 を軽 く持ち 上 げ引出す．

　　左右 の カ バ ーを開 きバ ッ ク を 図 4 の様に装着し加

　　温器 を元 に 戻す．

　  血液ポ ン プ
， 血漿ポ ン プ に は ロ ーリン グ チ ュ

ーブ

　　をセ ッ ト しな い ．

　　最終的 に は，図 3 に 示す様 な回路 と「肛漿分離器 の

　　構成 に な る．

　4．1．4 洗 　 浄 （図 5＞

　洗浄 は 生琿食塩液を用 い て 落差 に て 前1液回路静脈側

か ら行 うこ と を基本 とす る．

　  加温 バ ッ ク，静脈側 回路 の 洗浄，充熕

　 a ） ゴ ム 鉗 子 1 を閉 じる．

　 b ）生理食塩液を補充液ラ イ ン に 接続し生 理 食塩液

　　　を流す．

　 c ）加温 バ ッ ク の エ ア ー抜 き を充分行 う．

　 d）静脈側 エ アート ラ ッ プチ ャ ン バ ー
の 液面 を調節

　　　し，静脈圧 モ ニ ターラ イ ン を受圧 口 に 接続す る．

　 e ）静脈 ラ イ ン を ゴ ム 鉗子 3で 閉 じ る．

  血 漿分離器 の フ ァ イバ ー内 ， 動 脈 側回 路 内 の 洗浄 ，

　　充嗔 （図 5）

　 a ＞ ゴ ム 鉗子 6 及び 2 を 閉 じ，ゴ ム 鉗子 1 を開 け る．

　 b）血漿分離器 の フ ァ イバ ー
の 内側 を洗浄 しな が ら，

　　　外側 が 生理食塩液 に て 充嗔 さ れ た 後，ゴ ム 鉗子
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　 　 　 　 　 　 　 　図 4　加温 バ ッ グの 装置

　加温 ベ
ッ グ装 着の 要領 ：加 温器 を 軽 く持上 げ，止 まる まで T

fifiに 弓「く．
　注）加温 バ ッ グ を装 着 し加 温器 を1トし入 れ す る時 は必 ずバ ッ

　　　ク に 圧力 をか けない 状 態で 行 っ て
．
ドさ い ．静脈 圧 等 の 圧

　　 力 がか か っ て い る と引き出せ な い 事が あ る．加温 バ ッ グ

　　　の装 着 が 悪 い と，IN 側 の JCJI液 流量 バ ラ ン ス が とれ ず，加

　 　 　温バ ッ クの 血 液 出 口 温 度が 正常 に 制 御 され ない 場 合が あ

　 　 　 る．

ポ

・・
」瓢 ＿

血 漿ポ ン プ

血奬 ボン プ

生 理食塩 液

↓

図 5　単純 血漿交 換法 ：洗浄

　　4 を閉じ る．

c ）動脈側エ アートラ ッ プ チ ャ ン バ ーの液面を調整

　　し，動脈圧 モ ニ タ
ー

ラ イ ン を受圧 口 に接続す る．

d ）動脈 ラ イ ン を ゴ ム 鉗子 5 で 閉 じ る （こ の 工程で

　　生 理食塩液を 1，000ml 使用 し，血漿分離器 の 血

　　液側 を洗浄 す る）．

注 ：フ ァ イバ ー
の エ ア・一抜 きが 不完全な場合追加洗

　　浄 し，充分 に 中空糸内 の エ ア ーを除去 す る．

  血漿分離器 の フ ァ イバ ー
外側 の 洗浄 （図 5）

a ） ゴ ム 鉗
一
f・2 を 開 い て 生 理食塩液 をフ ァ イ バ ー内
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図 6　単純血漿交換法 ：プ ラ イ ミ ン グ

　　側 か ら 外側 に 濾過 し洗 浄 しす る．

b ）血漿分離 器 に 陰圧 が 掛 か ら な い よ う に 注意 し な

　　 が ら血 漿 ポ ン プ に ロ
ーリ ン グ チ ュ

ーブ を セ ッ ト

　　 し，ゴ ム 鉗 f2 ， 9 を 閉 じ る （こ σ）工程で 生 理食

　　塩 液 LO〔〕Oml 使川 し ， 血漿分離 器 の 外側 を 洗浄

　　す る ）．

  血液回 路 ， 血漿分離器 の ヘ パ リ ン 添加 生理食塩液

　 に よる プ ラ イ ミ ン グ （図 6）

a ） ヘ パ リ ン 添加 生 理食塩 液 を輸液ラ イ ン に 接続す

　　 る．

b ）血液ポ ン プ に ロ ーリ ン グチ ュ
ーブ をセ ッ トす る．

c ） ゴ ム 鉗子 5， 6 を開 い て 動脈 ライ ン ，ヘ パ リン ラ

　　 イ ン をヘ バ リン 添加生理食塩液 で 充填 し ゴ ム 鉗

　　子 5 を閉 じ る．

d ） ゴ ム 鉗子 1，2，3 を開 い て ， 血液ポ ン プ を 10〔l

　　 ml ／min の 速度で 回 転 さ せ ， 血漿 ポ ン プ を 5〔l

　　 ml ／min 程度で 回転さ せ る．

c ） こ の 工 程 で ヘ パ リン 添加生 理食塩液 1，0001n1

　　使用 し，流 し終 え た ら血液，血漿 ポ ン プ を止 め，

　　 ゴ ム 鉗了 3 を閉 じ る．

f）気泡検知器 ， ク ラ ン プ に 回路を挿入 し ク ラ ン プ

　　を セ ッ トす る．

4．1．5　治療の 実際 （図 7）

a ） ピ ロ を 血液流 軍．モ ニ ターに装着す る．

b）補充液ラ イ ン に 補充液を接続す る．

c ） ヘ パ リ ン ラ イ ン に 持続注入川 ヘ パ リン を接続 す

　 　 る．

d ）血漿分離 器濾過圧 上限設定 ス イ ッ チ を 50 な い

　　 し 80mmllg 程度 に 設定 す る．

e ）ブ ラ ッ ドア ク セ ス の動脈側 と動脈回路を接続 し

　　 ゴ ム 鉗子 3 を 開 く．

f） ［虹液 ポ ン プ を 50ml ／mil1 の 速度 に 設定す る．

9 ） ヘ バ リ ン ポ ン プ の ス イ ッ チ を ON に し持 続 ヘ

　　パ リン を 1ml 押込 む．勤脈側圃路が 血液で満た

　　 され た ら 血 液 ポ ン プ を止 め て ，
ゴ ム 鉗子 3 を閉

　　 じ る．

注 ：患者に よ っ て ， 動静脈 回 路 を同時 に 接続 また は ，

　　血漿製剤を充填 し開始．

h ） ブ ラ ッ ドア ク セ ス 静脈側 と静脈回路 を 接続 し ゴ

　　ム鉗予 3 を開 い て ，血液ボ ン プ を 50ml ／min か

　　 ら 徐 々 に 増 し て 100〜120ml／min の 速 度 に 設

　　定す る．

i）血漿分離器 を逆転 し フ ァ イバ ー
内 の 空 気 を完全

　　 に 抜 く．

j）血液 ポ ン プ を停 止 し，ゴ ム 鉗 r・　1， 7 を閉じ ，
ゴ

U 本 ア フ ーレ シ ス 学会雑誌 　14巻 3 号 〔1995） 409

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Apheresis

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Apheresis

脈

チ

・・
」．s）（i．：． ＿

血 奬ポ ン プ

図 7　単 純血漿交換法 ：治療の 実際

　　 ム 鉗子 2，4 を開 い て 血漿 ポ ン プ を ゆ っ く り回 し

　　 て 血漿分離器 フ ァ イバ ー外側の液面を半分に さ

　　げ る．液面 を
．
ドげ た 後 ， 血漿 ポ ン プ を停 「ヒし ，

　　血漿圧 ラ イ ン を 受圧 凵 に 接続 する．

k ） ゴ ム 鉗子 1， 7 を開き，血 液 ポ ン プ を 10〔｝mY

　　min の 速度 に設定す る．

D 気泡検知器 ， 積算ス タ ー一トス イ ッ チ を設定 する．

m ）膜 と 血液 を充分接触 させ
， な じ ませ て か ら 血漿

　　ポ ン プ を 10m レmin に 設定 す る．

11）15〜20分か け て 血漿ポ ン プ を L「標値 の 25〜3G

　　ml ／min の速度 に 設定す る．

注 ：ア 〉 血漿ボ ン プ の 回転 せ 短時間で 目標回転数 ま

　　　　 で 上げな い ．

　　 イ） TMP を監視 しなが ら「肛漿ボ ン プ の 回転 を

　　　　 ヒげる．

4．1．6　回　　　　　耶v
a ）∬［し漿 ポ ン プ を停止 に し ， 返血漿 ラ イン を ゴ ム 鉗

　　
．
r一で 閉 じ る （血液逆流防止）．

b ） ヘ パ リン ポ ン プ を停止 す る．

c ）動脈 回路 を患者の ブ ラ ッ ドア ク セ ス 動脈側 か ら

　　外 し ， 回収用生理食塩液 に 接続す る．

d ）血液 ポ ン プ を 100ml ！min の 速度 に 設定 し，生

　　理 食塩液 50〜1001nl程度1
’
／fiし た後 に ，空気 で 返

410

　　血 す る．

e ）静脈側 エ アートラ ッ プチ ャ ン バ ーま で 空気 が き

　　たら血液 ポ ン プ停止．

f）静脈圧 ラ イ ン を大気開放 に し，自然圧 に て 残 り

　　 の 血液を体内 へ 戻す．

4．L7　PE の 条件設定

  置換液量　体重 x5 ％ 十 （5〔〕0〜1，00〔）ml ）で設定す

　 　 　 　 　 　 る．

  血流流 騒　100〜15〔｝ml ／1n ［ll

  ）「血漿温匸．量　　25〜3〔h〕il／min

　 42

　 4．2．1

　血 液 ポ ン プ に て体外へ 導か れ た 血液 は，血漿分離器

へ 送 られ る．血漿分離器 に よ っ て 血球成分 と 血漿成分

に 分離 され た 血 漿 中の 原因物質を 吸着カ ラ ム に よ り除

去す る 方法で あ る．こ の LDL 吸着の 場 合， ⊥nL漿中よ り

汪 ．FFP 使用時 で は，　 ACD 液中の ク エ ン 酸 ナ トリ

　　 ウ ム が 大 量 に 体 内 に 入 り カ ル シ ウ ム イ オ ン が キ

　　レ ー ト され る た め ， 治療中 の 低 Ca 血症 に 注意

　　す る．イ オ ン 化 Ca を 検 査 し治療 中 に 必 要 に 応

　　 じて Ca の 補給 を行 う．
・一
般的に は FFP 　5〔｝0　inl

　　 に 対 し カ ル チ コ ール 5ml を注入 す る こ と で，低

　　Ca 血症は ほ とん ど予防 で きる．

　　 血漿吸着法の操作法 （LIDL 吸着を取 り上 げる）

　　　概 　　 要

Lll本 ア フ 匚レ シ ス 学会 雑言志 　1・1巻 31」 （1995）
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図 8　血 漿吸着 法 ：回路構 成

LDL ，　 VLDL を選択的 に 吸着除去す る方法 で あ る．

　4．2．2 必 要 物 品

　  ［111漿分離謝，LDL 吸着カ ラ ム （LA 　 40）

　（巨）i自巨夜1「・［鼠各　（P1
’
52〔lS）

　  牛 理 食塩液 3メ｝〔川 ml

　  ヘ パ リ ン 添加生理 食塩液 11 （ヘ パ リ ン 3〜5mD

　  HF ソ リ タ 1 〜
・

ヘ パ リン （ヘ パ リン 3〜5mD

　  抗凝固薬

　4．2．3 組 　 立 （図 8）

　  PE の 組立 の 項 を参照 し ， 図 8 の よ う に 吸着 カ ラ

ム ，i！［1漿分離器，回路 を セ ッ トす る．ただし吸着 カ ラ

ム は 回路 に 接続 しな い ．ま た ， 血液 ポ ン プ に ロ
ーリ ン

グ チ ］．一ブ をセ ッ ト しな い ．

　4．2．4　血漿分離器，回路 の 洗浄

　〔1）lnL漿分離器 の 洗浄 ：PE の 項参照

　4．2．5　吸着力 ラ ム と回路の洗浄 （図 9）

　 カ ラ ム に 空気を絶対入 れ な い ように す る．

　注 ：空 気の 混 入 に よ り吸着カ ラ ム の 内 の 閉塞 が お こ

　 　 　 る．

　 a ＞ ゴ ム 鉗 i
’・1 を閉 じる．

　 b ）賦活液 の 輸液ラ イ ン に 生 理 食塩液を接続 し，
ゴ

　　　 ム 鉗 if−　2 を開 く．

c ）血漿ポ ン プ を ゆ っ く り同 し血 漿採取 ラ イン を洗

　　浄 し ， カ ラ ム 接続 コ ネ ク タ
ー

まで 洗浄し，チ ャ

　　 ン バ ー
の 液 面を調整 し，血漿 フ ィ ル ター濾過圧

　　 ラ イ ン を受圧 口 に 接続 し た ら ゴ ム鉗壬 6 を閉じ

　　 る．

d ） カ ラ ム 入 口 側を 上 に し ， 封 止用 栓 を外 す．

e ）生理 食塩液入 り の 注射器 に 針を つ け，注射器 を

　　使 用 し て カ ラ ム 入 冂 側 に 生理食塩液を注入 し空

　　気 を完全 に 除去 す る．

f）空気 を 除去 した ら血 漿採取 ラ イ ン を接続す る．

9 ） カ ラ ム出 凵 側 の 封止 用栓を外 し ， 血 漿 回収ラ イ

　　 ン を接続す る．

h ＞ ゴ ム 鉗 了 6 を開い て ， ［血漿 ポ ン プ を 5〔｝ml ／n ユin

　　以
．
ドの 速度 に 設定 し

，
カ ラ ム の 洗浄 を 行 う．

　　（こ の 工 程 で 生理食塩液 1，000ml 使用）

i） 1，〔）OO　ml 流 した 後，ポ ン プ を 停 止 し ，
ゴ ム 鉗 子

　　2 を閉 じ る．

注 ： イ ム ソーバ ーは 吸着器 の 後 に 微粒子除去 フ ィル

　　 ター （マ イ ク ロ フ ィ ル タ
ー

） が 付属 して い る．

　　 マ イ ク ロ フ ィ ル ター
の プ ラ イ ミ ン グ は ，

フ ィ ル

　　タ
ー

を毒直 に 立 て 生 理 食塩液が ドか らゆ っ くり

　　 Eが る よ う に す る． こ の 時 フ ィ ル タ ー内 の 空気

日本 アブ 匚レ シ ス学 会雑 誌　14巻 31J （1995） 4 〃
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図 9　血漿吸着 法 ：カ ラ ムの 洗浄

　　　を完全 に 抜 くこ と が大切 で ある．さ ら に マ イ ク

　　　 ロ フ ィ ル タ
ー

の 先端 と吸着器接続 の 際，空気 の

　　　混 入 が な い よ う に す る．

　4．2．6　血 漿分離器の ヘ パ リン 添加 生理 食塩液に よ

　　　　 る プ ライミ ング

　PE の 項 を参照．

　1，〔｝〔〕Oml 流 した後 ， ポ ン プ を停．iヒ．

　4．2．7　カ ラ ム の ヘ パ 1丿ン 添加 HF ソ リタ に よ る プ

　　　　 ラ イ ミ ン グ

　賦活 液輸液ラ イ ン に ヘ パ リ ン 添 加 HF ソ リ タ を 接

続 し
， 血漿 ポ ン プ を 50ml ／min の 速度 に 設定し ，

ヘ パ

リ ン 添加 HF ソ リ タで プ ラ イ ミ ン グす る （こ の 工 程で

1，000ml 使 用）．

　注 ： LA −40 は Ca を吸 着 す る の で Ca を 含 む 溶液 で

　　　プ ラ イ ミ ン グ す る （HF ソ リ タ ， ラ ク テ ッ ク な

　　　ど）．

　　　カ ラ ム は ， 計 2，000　ml 以上 の 溶液 に て 洗浄 す る．

　4．2．8　治療の 実際

　  PE の 項参照

　注 ：LA 　 4〔〕の 最 大 流速 は ∈．O　ml ／min な の で Max

　　　50ml ／min 以 ドの 速度 に す る．

　注 ：カ ラ ム の 入 凵 圧 と カ ラ ム 出 口 圧 の 差 （血漿 フ ィ
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　　　ル タ
ー

濾過圧
一
静脈圧） が 1〔｝〔〕mmIlg を越え た

　　　ら カ ラ ム を交換す る．

　汪 ： カ ラ ム の 入 口 圧 と カ ラ ム 出 口 圧 の 差 が 10（）

　　　mmHg 以 上 で は 吸着能力の低下 が 起 る．

　4．2．9 賦 活 処 理 （図 工0）

　詳細 は他の 項参照．

　LA 　40 の 血漿処理量 は，血 漿中の LDL 濃度 に よ り

異 な る が 一
般 的 に 2．5〜31 程度で ある．したが っ て ，

そ れ 以 上血奬処理 を処理す る場合カ ラ ム の 賦活処 理 が

必要 に な る．

　  賦活処理 に 必要な物品

　 a ） HF ソ リ タ 1，000　ml

　注 ：Ca を含む液 　ラ ク テ ート溶液 で も可能

　b ）市販 の 賦活液 も し くは ， ：0％ ブ ドウ糖 液 500ml

　　　か 生理 食塩液 500ml の 溶液中 へ 10％ NaCl 　6〜

　　　7A 添加作製 した賦活液 を用 い る．

　  賦活処理 の 手順．

　a ）血漿積算値を リ セ ッ トす るか ，数字を控 え て お

　　　 く．

　b ）ゴ ム 鉗子 1 を閉 じ ，
ゴ ム 鉗子 2 を開 く．

　c ）血漿を体内に 戻す 目的 に て ， HF ソ リ タ 40〔｝ml

　　　（カ ラ ム 容量分）流す．こ の時血液ポ ン プ は 30〜

凵本 ア フ ．・t レ シ ス 学 会雑誌 　14巻 3号 （1995）
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図 IO　血漿 吸着法 ：賦活処理

　　50　ml ，！mill ，「虹漿ポ ン プ は 30　ml ／min の 速度 に

　　設定す る．

d ）輸液 ラ イ ン に 賦活液 を接続 し，ゴ ム鉗子 9、 10

　　を閉じ ，
ゴ ム 鉗子 11 を開 く．血液ポ ン プ を 30

　　rnl！niin，血漿 ポ ン プ を 50　ml ／min の 速 度 に 設

　　定 し，賦活剤 40〔｝ml 流し廃棄す る．

e ）賦活 液輸 液 ラ イ ン に HF ソ リタ を接続 し 400

　　ml 流 し廃棄す る．

f ） 40〔〕ml 流 し終 え た ら 血液 ポ ン プ を 100〜110

　　ml ／min ， 血漿 ポ ン プ を 30　ml ／min の 速度設定

　　 す る．

9 ）血 漿積算値 を リセ ッ トす る か ， 数字を控 えて お

　　 く．

h ）血漿処理 を 350〜400ml 行 い カ ラ ム 内に 血漿を

　　充嗔す る．

i） ゴ ム鉗r−　11 を閉 じて，ゴ ム 鉗子 10 を開 くとカ

　　ラ ム 入 rl圧 が 1：昇 し，100　mmHg に な っ た ら ゴ

　　 ム 鉗 子 9 を開 く （血液の 逆流 を防 ぐた め ）．

4．2．1｛1 回　　　収 （図 11）

注 ：LA −4〔〕は 空気で の 返 血不可能．

  血漿 ボ ン プ を停 止 し ，
ゴ ム 鉗子 9 を閉じ る．

  ヘ パ リ ン ポ ン プ を停止す る．

  動脈 回路 を患者の ブ ラ ッ ドア ク セ ス 動脈側 か ら外

　 し，生 理 食塩 液に 接続 す る．

  血液ポ ン プ を 100ml ／mill の 速度で 回 し ， 生理食

　塩 液 100ml 程度流 し た後 に 空気で 返血 し，空気 が

　血漿分離器 の 下 まで き た ら ゴ ム鉗子 7 を閉 じる．

  ゴ ム 鉗子 8，9 を 開 き血漿圧 ラ イ ン を大気開放に す

　る．血漿 ポ ン プ を 50ml／min の 速度 に 設定す る．

　血 漿分離器外側の i／漿 が 無 くな っ た ら ゴ ム 鉗子 1

　を閉じ，ゴ ム鉗子 2 を開 き，HF ソ リ タ も し くは生

　理 食塩液 400　ml （カ ラ ム 容 量 分）流 し た 後，ゴ ム

　鉗子 9 を閉 じる．

  静脈圧 ラ イ ン を 開放 に し 自然圧 で 回収す る．

4．2．ll　 LDL 吸着の 条件設定

  LDL 吸着の 処理 量 ：

　　治療後 の LDL 値 を 100　mg ／dl以 下を目標 に す

　　 る （目安 と し て 血 漿処 理 3〜51 程度）．

  血液流量 ：100〜1　5．　0　ml ／min

  血漿流量 ：25〜30m1 ！min

4．2．12　そ の 他の 吸着カラ ム の操作上 の 注意点

  プ ラ ソーバ ー
， メ デ ソ

ーバ ーは，ヘ パ リ ン を吸着

　 す る た め プ ラ イ ミ ン グ用 ヘ パ リ ン を多 め に す る．

  リ ポ ソーバ ー，セ レ ソープ は Ca を吸着す る た め，

目本 ア ブ 1［ レ シ ス 学会雑誌　14巻 3 号 （1995） 413
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図 11 血 漿吸着法 ：回収

　　あ らか じ め Ca を含 む溶液 で プ ラ イ ミ ン グ す る．

　  イム ソ
ーバ ーは 生理 食塩液，5％ ブ トウ糖溶液 で 返

　　血 す る と 吸着物質が遊出す るため空気 で 返血 す る．

　  そ れ ぞ れ の 吸着 カ ラ ム の 取扱説明書を読 み そ れ ぞ

　　れ の カ ラ ム の 特性 を理解す る．

　4．3 二 重膜濾過法 ：double 　 filtration　plasma ・

　　　 pheresis （DFPP ）の 躁作法

　4．3。1　概　　　　要

　血液 ポ ン プ に て体外へ 導か れ た 血液 は血漿分離器へ

送 ら れ る．血漿分離器 に よ り上Tl球成分 と 血漿成分 に分

離し ， 分離さ れ た血漿 を血漿成分分画器 へ 送 る．血漿

分画分離膜 で は，生体 に 必要 な ア ル ブ ミ ン と病因物 質

とに 分離す る．ア ル ブ ミ ン は，膜 を通過 し生体 に 戻 し，

病因物質 は 膜 の 内側 に と ど ま り除去 さ れ る．

　4．3．2 必 要 物 品

　◎）血液回路　（回路番号　　PT −511）

　  血漿分離器，血漿成分分画器

　  生食食塩液 4 ，000ml

　  ヘ パ リン 添加生理 食塩液 Ll （ヘ バ リ ン 3〜5ml ）

　  抗凝固薬

　  補充，置換液 ：ブ ラ ソー ト 1000で は，再循環方式

　　を 用 い る た め 置換液 は 必要な い ．
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　4．3．3 組 　 立 （図 12）

　PE の組立 の 項 を参考 に し ， 回路， 血漿成分 分画器 と

血漿分 離器 を図の よ う に 組立 て る．た だ し，ポ ン プ
．
に

ロ ー一リ ン グ チ ュ
ーブ は セ ッ トしな い ．

　4．3．4　洗　　　　浄

　  血漿分離器 の 洗浄

　PE の 項 の 参照．

　  血漿分離器外側及び血漿成分分画器 の 洗浄

　 a ＞輸液 ラ イ ン に 生琿食塩液 を接続 す る．

　 b）血漿成分分画器 の 板ク ラ ン プ を開放 し，牛理食

　　　塩液 で 血漿成 分分 画器 フ ァ イバ ー一内側の 洗浄 を

　　　行い な が ら， 血漿分離器外側 を生理食塩液 で 充

　　　填 し た の ち板 ク ラ ン プ を閉 じ る．

　　　血漿成分分画器 フ ァ イバ ーの 空気抜 き を充分行

　　　う（こ の 工 程で 生 理 食塩液 1，000ml 使用す る ）．

　 c ） 次 に 生理食塩液 1，000　m1 で 血 漿成 分分画器 フ

　　　ァ イバ ーの 外側 を 洗 浄 す る （こ の 工 程で 生琿 食

　　　塩液 1，｛〕00m1 使 用す る）．

　  循環 同 路 の 洗浄

　 a ）循環 回路の 空気抜 きを行 い
， 循環回路 を洗浄 し，

　　　ド リ ッ プ チ ャ ン バ ー
の 液面 を調整し フ ィ ル タ ー

　　　ラ イ ン を血漿 フ ィ ル ター
濾過圧受圧 ［ に 接続す

凵 本ア フ ェレ シ ス 学 会雑誌 　1・1巻 3 号 （1995）
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図 12　二 重膜 濾過血漿分 離法 ：回路 構成

　　　る．

　b ）循 環 ポ ン プ に ロ
ーリ ン グチ ュ

ーブを装着す る．

　c ）気泡検 知器，ク ラ ン プ に 回路を挿入 し， ク ラ ン

　　　プ を セ ッ トす る．

4．3．5 ヘ パ リ ン添加生理 食塩液 に よるプ ラ イミ ン

　　　　グ

（1）ヘ パ リ ン 添加生理食塩 液 を輸液ラ イ ン に 接続 し，

　　ポ ン プ に ロ ーリ ン グ チ ュ
ーブ をセ ッ トす る．

  動脈 ラ イン ，ヘ パ リン ラ イ ン をヘ パ リン 添加生理

　　食塩液 で 充 嗔 ．

  血液 ボ ン プ を 100ml ！min ，血 漿 ポ ン プ を 25　ml ／

　　min ，循環 ボ ン プ は 50〔］　mllmin の 速度 に 設定す る．

　  こ の L桿で ，
ヘ パ リン 添加生 理 食塩液 1t ｛吏用 し，

　　ポ ン プ を停止す る ．

　  排液 バ ル ブ の 」
三
動 ス イ ッ チ を押 しバ ル ブ を開 い て ，

　　回路 を セ ッ トす る．

4．3．6 治療の 実際

　PE の 項を参照．

　血漿 ボ ン プ を回転 し始 め た ら， 循環 ポ ン プ を同転す

る．

　※ ア
．
ラ ソ

ー ト 1000単独で は，循環 ポ ン プ の 流量 が

　500ml ！mh1
一

定 の た め 再 循環方式の DFPP しか

　で き な い ．現在 こ の 方式 を採用 し て い る機種 は 少

　 な い ．

4．3．7　回　　　　　月又

  rtrt漿 ポ ン プ，循 環 ポ ン プ を停止す る．　 Lr）L 吸着法

　 の 回収の   ま で と 同様．

  血漿圧 フ ィ ル ターラ イ ン を受圧 凵 か らは ずす．

  血漿ポ ン プ を 40　ml ！min で 回 し！fli漿成分 を戻す．

  血漿成分分画器 濾過圧 が 3001nmHg に な っ た ら

　血漿 ポ ン プ を停止．

  血 漿成分分 画 器 の 板 ク ラ ン プ を開放 に し，自然圧

　 で 血漿成分 を回収 す る．

5． 異常時の 警報動作

プ ラ ソ
ー ト 10〔）O の 警報時 の 動作

一．一
覧 を表 1 に 示 す．

警報 に 伴 う連動制御 ：

a ）気泡 ， 動脈圧 ， 静脈圧，血 液流 量 不 足 警報 の場

　　合， 血液 ，血漿 ポ ン プ停止 す る．

b ）血漿分離器濾 過 圧警報に よ り血漿 ポ ン プ 停 止 ．

c ）血 漿成分分離器濾過圧 が 300　mmHg 以 E に な

　　 る と排液バ ル ブ を 1 分間開 く．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 1　警報 動作一覧 表

ll壕誤
　◎ 印 ：機構 の f乍動 を示 す．

ジr癬 π

臨
一
一

→

・

ヒ

リ
， ，司

琶十
冠

各ア ラ ー

・表 示

電 源遮 断

電 源些

一．．
　

止

一

電 源

．一

電 源遮 断

電 源遮 断 i

竜 源 遮 断
．

電 源遮断

莖圭一一一
「

　 一↓．◎ t 、

6。各種血漿浄化法の 注意事項

ユ）血漿分離膜 （中空糸内）の 空気を充分 に 除去 す る．
2 ）治療開始直後及 び 置換液注人後の 副作用 に 注意

　　す る （人工 材料，FFP ，ア ル ブ ミ ン 溶液 に よ る

　　 副作用）．

3）分離 された血漿 の 色を 治療時問 の 経過 と と も に

　　観 察す る （溶血 に よ り赤変す る）．

4）体外循環回路 内 の プ ラ イ ミ ン グ ボ リコ．一ム を な

　　 る べ く減少 させ る （血液 ， 血 漿）．

5 ）FFP を使用 す る と き低 Ca 血症 に 注意 す る 。

6 ）抗凝固薬の選択

7）開始時，血 漿ポ ン プ の 回転は圧 を見 な が ら 15〜

　　 20分 か けて 目標 回転数 に 設定 す る．

8 ）対象と な る 患者 の ヘ マ トク リ ッ ト値 を考慮 し治

　　療条件を設定す る．

9 ＞治療 中 は ， 血漿分離器 に 余計 な 衝撃を与 え な い

　　 （ゴ ム 鉗子 な どで 叩 か な い ）．

10）血漿分離器濾過圧 上 昇時，そ の 原因が 分離膜 の

　　フ ァ ウ リン グ に よ る もの か ， 中空糸 の 凝固 に よ

　　る もの か判断し，そ の 後 の 処置 を 考 え る．
ll）定時的に 以下 の 項 目を記録用紙 に 記録 ：溶血 ，

　　動脈圧 ， 静脈圧，抗凝固薬持続注 入量，置換液

　　量，血液流量 ， 血漿流量，血漿分 離器及び血液

　　の 状態，血漿分離器濾加過 圧，血 漿圧 ， 血漿成

　　分分画器濾過圧．

7． 異常の 対処法 ：Q ＆A

Q1 ：動脈圧

A1 ：動脈圧 異常 の 原囚

  動脈 側 回路 の 折れ ，
ゴ ム 鉗子 に よ る閉鎖

416

  動脈側 エ ア ートラ ッ プ チ ャ ン バ ーの血 液凝固

  脱血不足

  血漿分離器内 の 血液凝固

Q2 ：静脈圧

A2 ：静脈圧異常の 原因

  静脈側回路 の折れ，ゴ ム 鉗 子 に よ る閉鎖

  静脈側 エ アートラ ッ プ チ ャ ン バ ー
の 血液凝固

  静脈穿刺針先端 の li1液 凝 固

注 ：血液凝 固 の 場合 ， 抗凝冏薬の 不足 も考 え ら れ る ．

Q3 ：血漿分離器濾過圧

A3 ：血漿分離器濾過圧 の 原因

  血漿流量／血 液流 量 が 適 止 か チ ェ ッ ク す る．

  血漿分離器 ， 動脈 圧 ， 静脈圧 チ ェ ッ ク．
a ）血漿分離器濾過 圧 ， 動脈圧 が ヒ昇 し， 静脈圧下

　　降の場合， 動脈側 エ アートラ ッ プ チ ャ ン バ ー内

　　の 血液凝 固 ， 血 漿分離器 内の 血液凝 固が考え ら

　　 れ る．

b）血漿分離器濾過圧 ，動脈圧 ， 静脈圧 と も上 昇の

　　場合，静脈側 エ ア ートラ ッ プ チ ャ ン バ ー内の 血

　　液 凝 固 が 考 え ら れ る．
c ）血漿分離器濾 過圧が上昇 し，動脈圧，静 脈 圧 不

　　変 の 場 合， 血 漿分離膜 の フ ァ ウ リ ン グが考え ら

　　れ る．

対処

a ）血 漿分離器 に 問題 が あ る 時 は ，血漿 ポ ン プ の 流

　　量 を下 げ る．

　　（そ の ま ま の 圧 を保持す る と溶血＞

b ）残 りの 処理 量 が 少な い 場合は ， 血漿流 量を下 げ

　　て施行す るか ， 治療を中断 す る．
c ）残 りの 処理量 が 多い 場合 は，血漿分離器 を 交換

　　す る．
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8． ま と　 　 め

　治療を安全 に 行 う た め に は ， 患者及び装置の 監視を

充分 に 行 う こ と が 最 も重要 と な る．そ こ で ， 患者 の バ

イ タ ル サ イ ン の チ ェ ッ ク や 装置の状態 を経時的 に 記録

す る用紙を作製して お くこ と が 必要 となる．

　以上 プ ラ ソ
ー

ト 1000を用 い た体 外循環 の 実際 に つ

い て 述 べ て きた．本 稿 を読 ん で PE，血 漿 吸着 法，

DFPP の 操作 に 役立 て て い た だ けれ ば幸 い で あ る．
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